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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　９月 15 日の夜から 16 日
にかけて、台風 18 号によ
る豪雨が高島市を襲い甚大

な被害が発生しました。被害に遭われ
た皆さまへお見舞い申し上げます。今
月号の広報たかしまでは、通常の広報
誌とは別に、台風 18 号の災害の経過
や写真、被害状況や支援制度を掲載し
た特集号を作成しました。中に折り込
んでいますので、ぜひご覧いただき、
台風 18 号災害の情報を共有するとと
もに、今後の防災対策の参考としてい
ただければと思います。　　　（Ｓ）　

　
高
島
市
内
に
は
、
西
近
江
路
（
北
国

海
道
）
や
若
狭
街
道
と
よ
ば
れ
る
古
代

か
ら
続
く
道
が
存
在
し
ま
す
。
こ
う
し

た
道
の
分
岐
点
や
曲
が
り
角
に
は
「
道ど
う

標ひ
ょ
う」
と
呼
ば
れ
る
石
柱
が
建
て
ら
れ
、

行
き
先
と
そ
の
方
向
、
距
離
な
ど
が
刻

ま
れ
旅
す
る
人
々
の
道
し
る
べ
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
標
の
大
半

は
、
江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
市
内
に
も
い
く
つ
か
残
っ
て
い

ま
す
。

　
高
島
市
安
曇
川
町
田
中
の
南
市
交
差

点
南
西
隅
の
緑
地
帯
に
存
在
す
る
道
標

県
内
唯
一
の
「
石
敢
当
」

県
内
唯
一
の
「
石
敢
当
」

道
標
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
わ
か

り
ま
す
。

　
道
標
の
正
面
に
刻
ま
れ
た「
石
敢
当
」

と
は
、
中
国
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
一
種

の
魔
除
け
の
民
間
信
仰
の
石
造
物
で
、

台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
伝
え

ら
れ
て
、
日
本
列
島
に
は
15
世
紀
頃
に

琉
球
（
現
在
の
沖
縄
県
）
に
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
秋
田
県
や

青
森
県
な
ど
の
東
北
地
方
で
も
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
石
敢
当
」
は
全
国
各

地
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

た
り
に
ぶ
つ
か
る
と
家
に
入
っ
て
き
て

し
ま
う
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
魔
物
「
マ
ジ
ム
ン
」
は
、
石

敢
当
に
当
た
る
と
砕
け
散
る
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
丁
字
路
や
三
叉
路
な
ど
の

突
き
当
た
り
に
「
石
敢
当
」
を
設
け
、

魔
物
の
侵
入
を
防
ぐ
魔
除
け
の
風
習
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
年
）
の
正

月
に
地
元
の
安
原
氏
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
道
標
に
な
ぜ
沖
縄
地
方
に
多
く
見

ら
れ
る
風
習
で
も
あ
る
「
石
敢
当
」
が

伝
わ
り
、
刻
ま
れ
た
の
か
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
や
物
の
往
来
が
頻
繁

に
あ
っ
た
北
国
海
道
沿
線
に
お
い
て
、

災
い
や
疫
病
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、
当

時
の
人
々
が
集
落
の
平
穏
を
祈
念
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
化
財
課
　
（
３
２
）４
４
６
７ 

（
も
と
は
そ
れ
か
ら
50
ｍ
南
の
道
路
横

に
建
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
）
に
は
、
県

内
で
は
珍
し
い
「
石い
し
が
ん
と
う

敢
当
」
の
文
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
道
標
は
、
高
さ
１
０
９
セ
ン
チ
・

幅
18
セ
ン
チ
で
、
頂
部
は
扁
平
で
ゆ
る

や
か
な
四
角
錘
の
石
柱
で
す
（
写
真

①
）。

　
正
面
に
「
石
敢
当
」、右
側
面
に
「
す

ぐ
北
国
海
道
」、
左
側
面
に
は
「
す
ぐ

京
大
津
道
」、
裏
面
は
「
天
保
十
三
年

壬み
ず
の
え
と
ら寅

春
正
月
安
原
氏
建
之
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
左
右
側
面
の
文
字
か
ら

南市の石敢当（写真①）

沖縄の石敢当（写真②）

　
特
に
、
沖
縄
で
は

今
で
も
根
強
い
信
仰

が
あ
り
、
各
所
に
新

し
く
作
ら
れ
た
大
小

様
々
の
石
敢
当
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
写
真
②
）。
こ
れ
ら

の
地
域
で
は
、
町
内

を
徘
徊
す
る
「
マ
ジ

ム
ン
」
と
よ
ば
れ
る

魔
物
は
直
進
す
る
性

質
を
持
ち
、
突
き
当


